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日立諾特許

高速アミノ酸分析方法

生体液中のアミノ酸47成分を液体ク

ロマトグラフィーで分析するには,2

本の分離カラムを使用するのが普通で

あった｡しかし,この従来方法は分析

時間が長く,貴重な試料を浪費し,装

置も複雑である｡

日立製作所では,1本の分離カラム

でアミノ酸成分を迅速に分析する方法

を開発した｡

この発明は,国1に例示するように,

生体液試料の成分溶離の途中で溶離液

のpHをいったん下げるとともに,その

ときのカウンタイオン濃度を高めて成

分ピークのブロード化を抑制し,その

後pH及びカウンタイオン濃度を上昇し

て,ピーク相互の分雛状態の良い成分

溶離を行う方法である｡

l.!特長･効果

(1)成分溶離時間を早めても,成分ピ

ーク間の良好な分離状態を維持できる

ので,分析時間を短縮できる｡

(2)分離カラムが1本であるので,試

料消費量を少なくでき,装置構成を簡
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図l アミノ酸試料

の溶離条件例

■関連特許の実施許諾

●特許第IZ30499号

｢イオン交換クロマトグラフィー+

植物生育装置

この発明は,植物と栽培者の情報伝

達手段として,音声応答技術を用いる

ことによって,植物を適正に生育させ

る装置を実現するものである｡

本システムは,植物の生育状況を計

測する技術と,栽培者に適切な処置を

促すための音声応答技術から構成され

る(図1)｡

計測のパラメータは気1温,地i且,湿

度,日射量,炭酸ガス濃度などの生育

環境要素と,葉温,重量,葉や果実と

茎との電位差などの生育状態要素があ

る｡

音声応答技術は磁気ディスク又は半

導体メモリを記憶素子とし,ディジタ

ル符号化方式で音声を出力する手段で

構成する｡

l.特長･効果

(1)栽培者は,植物の生育状況を常時

監視するという時間的制約を受けるこ

となしに,必要なときに適切な処置を

講じることができる｡

(2)ポケッタブルスピーカを用いるこ

とによって,植物から離れた場所にい

ても,その生育状況を知ることができ

る｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭58-12174号

｢植物生育装置+
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図l 植物成育装置
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日立諾特許

走行抵抗曲線の設定装置

近年自動車メーカーは,競って4輪

駆動車の開発に力を入れている｡

H立製作所では,走行路面に相当す

る4個のロードホイールに,車両が発

生する駆動力を吸収する動力計を各々

備え,試験条件に合わせて走行抵抗を

制御する室内の試験設備である4輪駆

動車用シャシ ダイナモメータを開発

し,曲線走行,摩擦係数の異なる走行

状態の再現試験を可能とした｡

上記試験設備に使用する走行抵抗曲

線の設定装置(図1,2)は,設定すべ

き速度範囲を任意数に区分し,この各

区間の初めと終りの速度,及び速度に

対応する走行抵抗値を,あらかじめデ

1.データ設定部 2.演算部 3.信号入出部

図l 走行抵抗曲線の設定装置
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イジタル量としてセットするデータ設

定部,シャシ ダイナモメータからの検

出速度に基づいて,その速度に対応し

た走行抵抗値を各区間のこう配により

算出する演算部,及びシャシ ダイナモ

メータと演算部へ信号を入出力する信

号入出力部を備えたものである｡

l.特長･効果

(1)走行抵抗値を実数値で設定できる

ので,設定精度の向上が図れるととも

図2 走行抵抗一連

度関係

に設定操作が容易になる｡

(2)任意に設定点数を設定できるた

め,路面走行時の走行抵抗曲線に近づ

けることが可能である｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特開昭58-99726号

｢走行抵抗曲線の設定装置+

振動試験機の加速度制御

振動試験機では,その制御系は閉ル

ープ制御系を構成している｡このため,

ループゲインを上げると不安定となり

発振を起こす可能性を持っている｡

本発明は,振動試験機の制御系での

安定性,応答性が良く,しかも供試体

をランダム披によって加振することが

できるようにすることを目的とする｡

このため,本発明は,加振器の出力の

加速度に相当する情報と,この情報を

順;欠積分して速度に相当する情報,及

び変位に相当する情報を求め,これら

3種の情報を,制御系が一次遅れ要素

と等価になるような比率で制御系に入

力し,上記3種のうちの主フィードバ

ック要素,及び対応する入力信号と主

のフィードバック要素とを突き合わせ,

他の2種の入力信号を予測信号として

加算するように構成している｡

図1に,この発明の制御系の一例を

示す｡入力信号に対して変位の追従制

御をするために,振動台の変位を主の

フィードバック要素とし,補償用とし

て速度と加速度をフィードバックして

Ed

入力信号

供給部

且〃

且α
加算器

油圧シリンダ

サーボ弁

変位検出

速度検出

加速度検出

振動台

油圧源

いる｡入力信号供給部は,加速度に相

当する情報をあらかじめ収集しており,

この情報を積分して制御系の特性が一

i欠遅れ要素の特性となるような比率で,

速度及び変位に相当する情報を求めて

加算器に入力する｡加算箸別ま,変位要

素と変位に相当する入力情報とを突き

合わせ,他の二つの入力情報(速度,加

速度)を変位入力情報に対する予測信

号として加算する｡これによ-),制御

系が高速に目標値に追従し,安定性,

図l 油圧サー

ボ式振動試験機

の制御系

応答性が向上する｡

l.特長･効果

(1)制御性能が大幅に向上する｡

(2)ランダム披による正確な加振が実

現する｡

2.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第963323号(特公昭53-43061号)

｢振動試験機+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております｡また,ノウハウについてもご相談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は････ 株式骨元日五製イE帝 〒■00東京都千代田区丸の内一丁目5番■号(新丸ビル)電話(03)2】4-3■■4(直通)特許部特許営業グループ
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ヒートポンプ式氷蓄熱ユニット

蓄熱空調システムは,蓄熱特約によ

り割引された夜間電力で熟エネルギー

をいったん蓄熱槽に備蓄し,それを昼

間の冷暖房用として活用するシステム

である｡本システムの採用により,運

転費,熱源設備答量の低減が図れる｡

ヒートポンプ式水苔熟ユニットは,従

来のシステムが水にエネルギーを蓄え

ていたのに対し,小さな体積で大きな

エネルギーを蓄えることのできる氷を

活用し,蓄熱槽のコンパクト化を実現

している(図1)｡

l.主な特長

(1)コンパクト化

コンパクトな蓄熱槽とヒートポンプ

を一体化し,大幅な小形化を実現した｡
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図l ヒートポンプ式氷蓄熱ユニット``HiT50”

更に,この蓄熱槽とヒートポンプなど

の一体化により,大幅な小形化を実現

した蓄熱式空調システムである｡本ユ

ニットの設置スペースは,例えば30RT

の場合わずか15m2と小さく,中小ビル

の屋上にも手軽に設置できる｡

(2)ランニングコストの低減

マイクロコンピュータを使って最適

運転制御をすることにより夜間に蓄熱

し,それを昼間,負荷に応じて蓄熱を

使い切るように制御することにより,

従来の非蓄熱式空調システムに比べて

表l 主なイ土様

ランニングコストを25%低減すること

ができる｡

(3)容易な運転操作

マイクロコンピュータ内蔵の制御装

置を採用して,夜間の蓄熱運転と昼間

の放熱運転,ヒートポンプの発停は,

負荷に合わせてすべて自動で行われ,

日常運用面での煩わしさを解消した｡

2.主な仕様

表1にヒートポンプ式水苔熟ユニッ

ト"HiT30''の主な仕様を示す｡

(日立製作所 機電事業本部)

型 式
HiT 30

50Hz 6DHz

冷

房

蓄 熱 容 量 359Mcal 393Mcal

日 平 均 冷 却 能 力 94.9Mcal/h IO6.3Mca】/h
チ ラ

ー

冷 却 能 力 59Mc∂l/h 67Mcaレh

暖

房

蓄 熱 容 量 97.2Mcal/h

日 平 均 冷 却 能 力 79.7Mcal/h 9Z.ZMc81/h

チ ラ
ー 加 熱 能 力 70Mcal/h 8Z.5Mc∂レh

冷 温 水 ;充 量 ZOOl/min 2201/min

;令 温 水 管 口 径 50A

ユ ニ ッ ト 寸 法 幅2.4×長さ7.3×高さ2.8(m)

占有寸法(サービススペース) 幅4.0×長さ8.5(m)
ユ ニ ッ ト 製 品 重 量 約5.5t
ユ ニ ッ ト 運 転 重 量 約15.5t

水 張 り 里 9.72m3

電 源 AC200V,三相
ユニ ット 最大消費電力 26kW 3ZkW

ユニ
ット 最大消費電)充 87A 103A

注:シリーズは,HiT15,30,40,50,60の5機種をそろえている｡

日立パーソナルファクシミリ"HIFAXl”

近年,ファクシミリ市場は,ファク

シミリ発展の基盤となった企業体を中

心とするビジネスユースから個人商店

などを中心としたパーソナルユースヘ

とその市場が拡大しつつある｡こうし

た中で,ノト形･軽量化とともに更に一

歩進んだ省設置スペース,操作性の簡

素化及び低価格化が強く望まれてきた｡

これらのニーズに対応するため,G3機

では初めて20万円を切った超小形パー

ソナルファクシミリ装置"HIFAXl”

を開発した(図1)｡

叫く

手ごYY･ぷ
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図l 日立パーソナルファクシミリ▲`HIFAXl”

〔図はPET-S5電話機(オプション)を取り

付けた場合を示す｡〕

卜 主な年寺長

(1)設置スペースが少ない｡

A4判面積よりも少ない設置スペー

ス(幅324mm,奥行172mm)で,店のカ

ウンタなど場所をとらずに設置できる｡

(2)縦置き,横置き,壁掛け可能な3

ウェイ設置形とした｡

(3)だれにでも操作可能な一操作ボタ

ンによる簡単操作を実現した｡

(4)室内装食削こ応じたボデーカラーが

選択できるようにホワイト,グリーン,

ピンクの3色を用意している｡

(5)A4判G3機(9,600bps,MH/MR)｡

(6)1本の電話回線を共用してファク

シミリ自動受信と電話ができる電話優

先機能を搭載している｡

(7)PET-S5電話機(オプション)を付

加することによって,ワンタッチダイ

ヤル,短縮ダイヤルなどの機能と組み

合わせたシステム運用の拡張が可能で

ある｡

表l 主な仕様

適 用 回 線 電話回線

読 取 方 法
CCDイメージセンサによる平面

走査方式

記 環 方 式 感熱記重責方式

主 走 査 線 密 度 8Pels/mm

副 走 査 線 密 度 3.85本/mm,7.7本/mm

通 信 速 度
9′6(】Obps,7.200bps,4′800bps,

Z′400bps

原 稿 サ イ ズ +lSA4判

記 妄蓑紙 サ イ ズ 216mmX30mロール紙

相 互 通 信
CCITTG3.CCITT G2

ミニファクス3分･･90抄

使 用 電 源
ACtOOV±柑%,

50/60Hz単相(第三種接地)

消 費 電 力

待稜時:約12W
送信時:約36W

受信時:約4【rW

コピー時:約55W

周 囲 条 件
温度5(一350c,
相対温度35～85%

ファクシミリ本体の
外形寸法及び重量

約幅3Z4×奥行172×高さZ25

(mm)
約5.5kg(記三録紙を除く｡)

き ょ う(筐)体色 ホワイト,ピンク.グリーン

2.主な仕様

表1にHIFAXlファクシミリ装置の

主な仕様を示す｡

(日立製作所 情報通信システム事業部)
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二重垂亘二二二二]
マイクロコンピュータ制御規格形油圧エレベーター

油圧エレベーターは昇降路の直上に

機械室を設置する必要がないため,日

影規制による斜線制限の範囲内で健物

の高さを最大限に利用でき,建物への

荷重負担が小さいなどの長所により,

毎年5～10%の増加を示している｡

このたび,省エネルギー及び高信頼

性を目的としたマイクロコンピュータ

制御規格形油圧エレベーターシリーズ

を完成した｡特に今回開発したLM

(Landing Time Minimizing)制御は,

抽の主充れを支配する抽温及び油圧の状

従来のリレー制御

マイクロコンピュータ

LM制御

7秒

10秒

図l 従来方式との運転時間比重較(l階

図2 マイクロコンピュータ制御による油

圧パワーユニット

態を検出し,常に最適な速度パターン

を演算する学習制御で,走行時間の大

幅な短縮を図ったものである(図1)｡

また,二重系マイクロコンピュータシ

ステムにより信頼性･保守性の向上を

図るとともに,付加仕様も拡充した

(図2)｡更に,意匠も機能的で洗練さ

床運転) れたデザインに刷新した｡

表l 主な仕様

定 格 速 度 30～45m/min

定 員 6～ll人

速度制御方式 LM制御パイロット油圧方式

シ ス テ ム
マイクロコンピュータニ重系
システム

t.主な特長

(1)LM制御による運転時間の30%短

縮,省エネルギー40%(当社従来比)｡

(2)暗号,防犯運転などの付加仕様の

拡充｡

(3)新意匠の全面的採用によるデザイ

ンの刷新｡

2.主な仕様

表1に規格形才由庄エレベーターの主

な仕様を示す｡なお,速度60m/min機

種,及び小形4入来り油圧エレベータ

ー(ハイドロ･4)も本シリーズに合わ
せ完成した｡

(日立製作所 機電事業本部)
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